
 

  

全国で熊の目撃情報が相次ぎ、本校校区内でも、熊と思われる目撃情報が複数回ありまし

た。小樽市及び教育委員会とも連携を図りながら、その都度tetoru等での情報発信を重ねてい

たところですが、９月１４日（日）には、松ヶ枝町の住宅地近くでも目撃情報が寄せられまし

た。ここは、近くに保育園もあり、通学路としても多くの子どもたちが通る場所でしたので、

緑、入船、最上の３町会にお住いの方には、９月１６日（火）～２０日（土）の期間、登下校

の際の送迎をお願いしたところです。 

 

多忙な日々の中、家事やお仕事を中断して、毎日の送迎をすることは、言葉では言い尽くせ

ないほどの苦労があったことと思います。学校で待っている子どもたちを少しでも早く迎えに

行かなければと、かなり無理をしてお仕事を早く切り上げた方も多かったと思います。改めて

心より感謝申し上げます。私も、登下校の時刻に合わせて、毎日沿道に立ち、交通整理や子ど

もたちの安全のための見守りを行いましたが、そこでお会いする保護者・地域・ご家族の言葉

に何度も胸を打たれました。実際にお会いして、言葉を交わす機会のあった保護者や地域の

方々は、皆さんが、「子どもたちの安全のことを第一に考えてくれてありがとうございま

す。」とおっしゃってくれたのです。 

 

「大切な大切な子どもたちの命を全力で守る。」ごくごく当たり前のことではありますが、

その当たり前が軽んじられているような報道を目にする機会も多くある中、本校の関係者は決

してそうではないのだということを改めて感じさせていただきました。それと同時に、学校と

して、そのかけがえのない命を全力で守らなければと強く感じたところです。 

 

９月１８日（木）には市内で初めて「１日防災学校」を全校で実施しました。災害を理解

し、自分の身を守るためのクイズや、災害に関するカードゲーム、避難所で使用する段ボール

ベッドの体験等、発達段階に応じて学習を行いましたが、地震や火事、台風や豪雨、火山の噴

火や津波など多種多様な災害はいつ起こるかわかりません。いつも子どもたちのまわりに大人

がいるとは限りません。だからこそ、改めて「自分の命は自分で守る。」意識を子どもたちに

身につけさせなければと強く思います。 

 

避難訓練はもちろん、様々な場面で私は子どもたちに問いかけます。 

この世で一番大切なものは？  子どもたちはこう答えます。 命！ 

言葉だけではなく、命を自分で守れる子どもたちを地域一体となって育てていきましょう！ 

 子どもたちの安心・安全のために  校長 草島 拓也 



日 曜 主な行事予定 
 

1 水  〇 

2 木 １年PTAレク 〇 

3 金  〇 

4 土   

5 日   

6 月 全校朝会 児童会⑧ 道費SC来校 〇 

7 火 どさんこ子ども地区会議 SC来校 〇 

8 水  〇 

9 木  〇 

10 金  〇 

11 土   

12 日   

13 月 スポーツの日  

14 火 特別時間割開始 SC来校 〇 

15 水 B日課 〇 

16 木  〇 

17 金 歌声集会 〇 

18 土 ポエムコンクール表彰式  

19 日   

20 月 児童会⑨ 〇 

21 火 山の手ルーム SC来校 〇 

22 水 B日課－１時間 〇 

23 木 児童公開日 市P連講演会 〇 

24 金  〇 

25 土 学習発表会  

26 日   

27 月 振替休業日  

28 火 ６年食育教室 SC来校 〇 

29 水 新１年生就学時検診 〇 

30 木  〇 

31 金 B日課 中学校体験入学 〇 

 小学校の大きな行事言えば、「運動会」と「学習発

表会」です。１０月は、学習発表会が行われます。す

でに、各学年では発表に向けた準備が進められ、一人

一人の役割を決めたり、練習に取り組め始めたりする

様子が見られます。 

 学習発表会では、次のような目標を立てて取り組ん

でいきます。 

『山の手小学校の特色ある教育活動（国語科教育、歌

声活動）の成果をふまえ、子どもたちの表現意欲を喚

起し、表現活動の喜びや楽しさを体験させる。』 

 この目標を達成するためには、個人の努力と集団の

協力・調和が大切になります。ご家庭では、お子さん

のがんばりを認め、たくさんほめてあげてください。 

 当日は、子どもたちの姿をぜひご覧ください。 

 プログラム等につきましては、後日お知らせいたし

ます。 

 ヒグマは、次のような時間帯に出没する可能性

が高いと言われています。 

 ⚠薄暗い「朝」「夕方」、暗い「夜間」 

 また、冬眠前の９～１１月や冬眠明けの４～５

月は、食料を求めるため活動が活発になり、「日

中」に遭遇する可能性も高まるそうです。 

 万が一、ヒグマを目撃したり、痕跡（足跡、フ

ンなど）を発見した場合は、必ず下記に通報して

ください。 

 ★小樽市産業港湾部 農林水産課  

   ☎３２－４１１１ 内線２５８ 

 ★小樽警察署 ☎２７－０１１０ 

 小樽のヒグマ情報は小樽市HPで確認できます。 

 ２６日（金）を最後に、すべての学年で水泳学習が

終わりました。昨年は、全国各地でいたましい事故が

ありましたが、多くの保護者の皆様にボランティアで

お手伝いいただき、安全に水泳学習を終えることがで

きました。 

 延べ１８の方々にお手伝いいただきましたことをお

礼申し上げます。ありがとうございました。 


